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はじめに

　中国は世界一の人口大国であり、世界一の

高齢者を抱える国である。経済発展は著し
く、2010年に中国はアメリカに次いで世界第
二位の経済大国となった。しかし、経済指標
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  The purpose of this paper is to examine the situation of the elderly in China, and unveil 
the problems that need to be solved.
    In 2015 the elderly will be 15% of the total population in China, more than 200 million.  
This means that China will have the largest elderly population in the world.  Though China 
is known for having the world’s second largest economy, it also has the second largest 
population of poor people in the world. Therefore it has a lot of problems to be solved in 
the field of welfare. 
  One of the problems is the expansion of poverty among the elderly.  So far, people have 
thought that children should take care of their elderly parents when they are in need.  
However, as time went by, because of the “one-child policy” and economic growth, things 
have changed.  The young have started to think that caring for elderly family members 
is not their responsibility or duty.  Even though they have the intentions to care of them, 
it is difficult for them because many have begun to live separately from their elderly 
parents.  In these situations, the elderly must be independent and take care of themselves. 
However, there are no social security systems or no suitable care homes to support 
them. The number of the care homes is very limited and the quality is very low.  These 
days, the number of people who suffer from dementia is also increasing. There are no 
countermeasures against it.
  The Chinese government expects the community to care for the elderly. However, there 
is no clear vision of what community care should be like. There are a lot of challenges 
ahead. Training social workers to care for the elderly is an urgent necessity.
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と国民の生活は連動しておらず、一人当たり
の GNP は3,620ドルで、一般国民の多くは貧
困にあえいでいる。国際基準に照らし合わ
せると貧困者数は 1 億5,000万人と推定され、
世界第 2 位の貧困者数を抱える国家である。
高齢者福祉という概念も浸透しているとは言
えず、多くの課題が山積している。現在の高
齢者福祉の現状を分析し今後の中国の高齢者
福祉の課題について述べたい。

1 . 中国における高齢化の特徴

1 ）高齢者の急速かつ大規模な増加と地域
格差

　2010年のセンサスによると60歳以上の人口
は 1 億7,764万8,705人で総人口の13.26％を占
めていた。2000年時と比較すると、60歳以上
人口は2.93ポイント、65歳以上人口は1.91ポ
イントの増加であった。一方、 0 から 4 歳の
年少人口の総人口に占める割合は6.29ポイン
ト減少しており少子高齢化が加速度的に進ん
でいることが明らかになった。
　2011年から2015年の期間には年平均800万
人前後が新たに高齢者に仲間入りし、2015年
には中国の高齢者人口は総人口の15％で、 2
億人を超えると推定されている。

　全国的に高齢化は進んでいるものの、高齢
化の地域格差は著しく、最も高齢化が進んで
いるのは上海市で11.46%に達する。一方、青
海省では4.56%であるⅰ。このような大きな
地域格差も中国における高齢化の特徴の一つ
である。
　加えて、高齢者のおかれた環境は都市部よ
りも農村部のほうがより深刻であることが指
摘されている。中国高齢者研究センターが
2006年に行った都市部と農村部の高齢者の抱
える問題についての全国調査では、「常に孤
独を感じる」、「人付き合いをしたくない」、「自
殺願望がある」の 3 項目に当てはまるとした
高齢者数は、都市部より農村部の方がはるか
に多かった。

2 ）高齢期における貧困人口の増大
　先進諸国が高齢化社会を迎えた時期、一人
当たりの GNP は 1 万ドル以上であったが、
2010年の中国における一人当たりの GNP は
3,620ドルに過ぎず、2011年の政府による調
査で貧困人口は約 1 億人と報告されたⅱ。
　中国は1958年に制定された「中華人民共和
国戸籍登録条例」に基づき、都市と農村の戸
籍を二分化し、農村から都市の移住を制限し
ている。しかしながら、近年農村からの都市

表１）人口センサスに見る高齢者数及び高齢化率

2000年 2010年

総人口 12億6583万人 13億3972万4852人

年平均人口増加率 1.07％ 0.57％

60歳以上高齢化率 ― 13.26％

65歳以上高齢化率 6.96％ 8.87％

出所）中華人民共和国国家統計局「第 5 次全国人口普査公報（第 1 号）」中華人
民共和国国家人口和計画生育委員会「2010第六次全国人口普査主要数据公報（第
1 号）」
出典）真殿仁美（2011）「中国」『世界の社会福祉年鑑』旬報社 p.263
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への人口流入はさらに増加し、2010年のセン
サス結果では、都市部で戸籍を持たない人口
は 2 億6,139万人に達した。先の貧困人口調
査には都市部の貧困人口及び都市在住の農村
出身貧困人口は数値に反映されていないた
め、現実にはより多くの貧困者が存在すると
推察される。戸籍の二重構造の中で、都市部
に在住する農村出身の貧困層はあらゆる社会
保障の対象外となっており、教育、医療・福
祉サービス、社会保障を受けることができず、
基本的な生活保障がないままの生活を余儀な
くされている。貧困人口の内、高齢者の占め
る割合については言及されていないものの、
高齢者がその割合の多くを占めることは想像
に難くなく、高齢者の貧困化は深刻な問題で
ある。
　高齢者が貧困に陥る原因の一つとして年金
制度、医療保険制度などの社会保障制度の不
備を指摘できる。60歳以上の高齢者の収入源
として、養老年金があり、1980年代から養老
年金の引き出しが始まっている。しかし、農
村と郷鎮企業は養老年金を設立しておらず、
国民全体を対象とした年金制度は無い。また、
一部の受給者を対象とした年金の未払い額は
累計1,500億元に達しており、実質上機能し
ていない状況である。就労の機会もなく、収
入源は限られる（表 2 ）一方、医療費などの支
出は増大する。
　中国厚生省の調査によると高齢者の発病率
は中年及び若者より 4 倍高く、入院率は2倍
であった。医療費の支払いのため生活困窮が
深刻化するケースが後を絶たない。医療保険
を活用できればよいが、2002年末の退職者
の医療保険加入率は61％しかなく（都市部
74.1％農村部44.7％）、加入していても自己負
担額を払えないケースも増えている。農村部
の高齢者の72％は病気になっても支払いがで
きないため医療を受けることができず、症状

を悪化させている。
　老後生活は子の経済的状況や居住形態に
よっても大きく左右される。古来より、高齢
者の世話をするのはその子女であるという不
文律があり、それは度々法的にも明記されて
きた。例えば、中華人民共和国憲法第49条に
は「成年の子女は、父母を扶養・援助する義
務を負う」と記載され、老年権益法第 1 条で
は敬老、養老の美徳の発展を強調し、「老人
の扶養は主に家庭を頼りにする」とされてい
る。また、「高齢者を尊重・配慮・支援する
ような社会雰囲気を作らなければならない」
として、「孝行の発揚」活動が全国各地で毎
年行われ、親孝行の実践活動において優れた
人物が表彰されている。しかし、経済発展に
よる社会の変革、少子化政策及び出稼ぎ労働
者が増加した結果、高齢の親を子が家庭で介
護することは現実的ではなくなっている。
　2006年の中国城郷老年人口状況追跡調査
の結果では、独り暮らしあるいは夫婦のみ
の高齢世帯割合は都市部で49.7％、農村部で
38.3％であった。子と同居する高齢者は減少
し、家庭の扶養機能は明らかに弱まっている。
子から親への仕送りに関しては、高齢者研究
センターの調査によると都市部30％、農村部
で60％であった。しかも金額として決して十
分なものではないことが多い。これらの調査
結果からも高齢者のケアは家庭内福祉に依存
できない状況は明らかであり、ケアの社会化
が強く求められている。

2 ．地域を中心とした高齢者福祉サービ
スシステムの構築と課題

　現在の政府による高齢者福祉政策の要は在
宅福祉サービスの充実と、地域社会での相互
扶助にある。現在に至るまでの政策の流れを
概観する。
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1 ）単位経済の果たした福祉的役割とその崩壊
　1980年から1990年までの計画経済時代に福
祉を担ってきたのは「単位」であった。「単位」
とは社会システムの組織にあたるもので、企
業・学校・保健・医療機関などを指す。「単位」
の一つとしての勤務先は、本来家族や地域社
会、国家及び社会福祉団体によって担われる
社会保障と社会福祉機能も担っていた。つま
り、「単位」が、従業員の住宅や諸手当、年
金、補助金、医療費などを支給していたので
ある。しかし、1990年代に市場経済を導入し
た結果、単位の基盤が崩れ、単位福祉が機能
しなくなった。加えて、人口構造の変化・核
家族化・平均寿命の延びなど、社会構造の変
化により、介護の必要な高齢者及び貧困高齢
者が増大し、福祉資源の欠乏状態がより深刻
になった。

2 ）社区という概念の登場
　2000年には、「全国社会福祉の社会化に関
する工作会議」が開催され、行政は単位福祉
に代わる「社区」という概念を用い始めた。
社区とは、コミュニティの訳語で地域社会に
相当するものを指し、フォーマルな資源だけ
でなく近隣・友人・家族、ボランティアなど
のインフォーマル資源の活用も視野に入れた
概念である。同年、社区を中心とした福祉サー
ビスシステムの構築の一環として「星光計画」

が立案された 1 ）。「星光計画」とは、都市と
農村部に小規模多機能施設である「星光之家」
を建設し、住民が主体となって地域の高齢者
福祉の充実を図るという計画である。住民に
自主性を持たせるため、都市部では自治組織
の居民委員会、農村部では村民委員会を運営
主体とした。
　その後も2008年の「全面推進居家養老服務
工作的意見」、2010年の「全国社会養老サー
ビスシステム構築推進会」と在宅および地域
福祉の充実が図られた。
　一方、社区という言葉を行政は多く使用し
ているものの、行政も住民側にも社区という
イメージははっきり認識されていないという
指摘もある 2 ）。
　陳は社区を中心としたサービス展開のあり
方に関して「単位社会の崩壊と急激な社会変
革により従来の職場に頼るというソーシャル
サポートシステムが完全に崩れ、一方で新た
に公的な社会保障がまだ整備されていない現
状では住民が自力で互いにサポートせざるを
えないというのも現実である」と、実質的な
行政の責務放棄を示唆している 3 ）。

3 ）社区によるニーズ充足率
　都市部高齢者の中で各種のサービス利用
を望む高齢者は48.5％存在するといわれてい
る。利用希望サービスとして家事支援、介護

表 2 ）60歳以上の高齢者の生活収入源（％）

生活収入源 全国 市 鎮 郷村

労働収入 32.99 10.10 19.72 43.15

退職金 19.61 58.05 29.08 4.76

家族の扶養 43.83 27.88 46.10 48.92

その他 3.57 3.97 5.01 3.17

出典）沈潔（2007）『中華圏の高齢者福祉と介護―中国・香港・台湾―』ミネルヴァ書房　p.26
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サービス、心理的サポート、法律援助が上位
を占めている。しかし、実際には15.9％のニー
ズしか満たせていない 4 ）。この背景には、財
政支出の低さ、高齢者サービスに対する意識
の成熟度の低さ、人材の不足など様々な問題
が指摘されている。また、中国人の交際意識
範囲は地域よりも血縁、経済的つながりにあ
るため、近隣ネットワークの構築という概念
の浸透の難しさがある。今後、社区を中心と
して福祉の充実を図るには、責任の所在や
サービス提供の種類、人々の役割など、その
概念の具体化・具現化を図る必要があろう。

3 ．高齢者施設とその運営における課題

　高齢者福祉サービスについて、「家庭と地
域社会が基盤であり施設は補完的な役割」と
されているものの、高齢者施設への入所希望
者は多く、施設の果たす役割は今後増大する
ことが予想される。
　現在、中国には全国共通の高齢者施設の運
営基準や高齢者自立能力評価基準が無く、各
地域の事情に応じて運営されているため、施
設の状況を包括的に捉えることは難しい。し
かし高齢者施設に共通して浮かび上がってく
る問題は、第一に救貧的、救済的意味合いが
強く、一般高齢者の生活の質の向上を図るた
めのものとはなっていないという点である。
第二に、建国以来、国営でまかなわれてきた
福祉施設は老朽化が進んでおり、サービス水
準も低く、満床にならないため膨大な債務を
抱えている所が多いという点である。以下に
高齢者施設において共通する課題を整理す
る。

1 ）施設及びベッドの不足
　1990年代以降、福祉分野に民間企業が参入
し、福祉サービスの整備が行われた。「2008

年中国民生事業発展統計報告」によると2008
年末まで全国の高齢者施設が 3 万5,632箇所、
ベッド数は234.5万床で、2001年から88.1％増
加している。しかしながら、今後、 2 億人以
上の高齢者の内 3 から 5 ％が施設入所希望と
すると600万から1,000万床のベッドが必要に
なり、ベッド不足が懸念される。そのため政
府は、他地域の高齢者施設と提携し高齢者を
さまざまな地域に滞在させるという計画を立
案中である。しかし問題はベッド数を増床し
稼働率を上げることではなく、高齢者が安心
して暮らせる環境の提供、家族介護をサポー
トするための福祉サービス内容の充実と施設
における介護の質の向上であろう。
　中国では65歳以上の認知症高齢者は500万
人を超えているが、認知症対応型共同生活介
護施設やケアハウス、ナーシングホーム、及
び高齢者生活福祉センターなどはゼロに等し
い。核家族化した家庭介護の負担を軽減する
ためにも、専門的な知識を備えたスタッフを
擁した福祉施設の必要性は益々高まることが
予想される。

2 ）福祉に従事する人材不足と質の低さ
　先に述べたように、在宅サービスにおいて
は、高齢者の約半数がその利用を望んでいる
にもかかわらず充足率は20％に満たない。ま
た、高齢者施設におけるベッド数の不足が懸
念されながらその満床率は50％、多くて80％
でしかない。これらの原因として高齢者福祉
に対する理解不足、資金不足、社会保障制度
の不備など様々な問題が指摘されるが、中で
も大きな課題は高齢者福祉に従事する人材の
不足である。
　一般的に福祉に対する関心は低く、福祉教
育・研究の専門家が少ないため、介護士の専
門的な養成が後手になっている。その上、介
護職員は社会的地位が低く（ 1 ヶ月の給与が



中嶋　裕子、中島　友子

－6－

500から800元）、老人介護そのものを敬遠す
る傾向も強く、介護士は絶対的な不足状態に
ある。
　福祉従事者の人材育成について、中国労働
社会保障部が2000年に「家政服務員国家職業
基準」、「養老護理員国家職業基準」を制定し、
その質と量の確保を目指した。「家政服務員」
は初級・中級・高級の 3 等級があり、それぞ
れの研修期間・研修内容等によって、資格が
授与される。資格を持つ家政服務員は、地域
福祉センターに登録され、家事援助が必要な
家庭へ派遣される。「養老護座員」の養成は、
初級、中級、高級、特級の４等級に分けられ
る。初級と中級は日本のホームヘルパーに相
当し、高級は介護福祉士、特級はケアマネ
ジャーに相当する。これらの資格は一定の研
修と講座受講及び試験が課され、合格者に資
格が授与されることになっている。しかし、
これらの資格付与について全国的な統一試験
はなく、各養成研修機関の基準をクリアすれ
ば資格を取得できるため家政服務員や養老護
理員の質は保たれていない。
　量的にも不足状態は続き、民政部は高齢者
福祉サービスに従事する人員は1,000万人前
後必要であるとしているが、実際には資格を
有している者が全国に数万人しかいない。そ
のため、「介護者資格」が必須としながらも、
実際の介護スタッフ（ホームヘルパー）には、
無資格者が多く、その任にあたるのは農村部
の出稼ぎ労働者やリストラされた者である。
それは行政主導で進められている側面もあ
り、上海市、大連市、広州市、重慶市などは、
失業者対策として失業者を福祉業界に人材を
送り込んでいるⅲ。彼らは福祉・介護に関す
る専門教育や訓練を受けたことが無く、教育
歴や教養もない場合が多い。高齢者特有の配
慮の必要性や認知症などの症状に対する理解
も不足しており、連日のように施設内虐待が

報告されている。また、入浴介護用具や介護
用ベッド、移動用リフトなど施設整備の不足
も伴い、介護サービスの質は極めて低い状態
である。

おわりに

　中国の高齢化は「高齢者人口の急速かつ大
規模な増加」と「高齢貧困者人口の拡大」、「地
域における格差」を特徴としていた。
　政府は今後の高齢者福祉の方向性として、

「家庭を基盤とし、地域社会をよりどころに
し、施設を補完とした高齢者福祉サービス体
系の設立と発展」を掲げている。しかしなが
ら、「家庭を基盤に」して、子にその扶養を
托すのは空の巣家庭の増加、年金制度の不備、
仕送り率の低下などから鑑みても現実的では
ない。また、「地域を拠り所に」するといえ
ども、中国人の交際意識範囲は地域よりも血
縁、経済的つながりにあり、もともと地縁と
いう概念に乏しい。実際に社区のサービスで
ニーズの充足率は約16％でしかなかった。今
後、社区にいかなる役割をどのように果たさ
せていくかその具体的なモデル事業が展開さ
れる必要があるだろう。「施設は補完」とす
れども、現状をふまえるとその果たす役割は
少なくない。核家族化した家庭介護の負担を
軽減するためにも、専門的な知識を備えたス
タッフを擁した福祉施設の必要性は益々高ま
ることが予想される。
　現在、民弁公助、すなわち行政が民間の福
祉サービス展開事業運営を支援することで、
福祉サービスの供給源を確保するという方針
も打ち出されているが、福祉事業には投資額
相応の収入や即効的な成果を得にくいという
性質もあり、民間の活用による福祉の質の向
上は期待しにくい現状がある。
　中国における高齢者福祉の充実のために
は、社会保障の整備、高齢者福祉施設の整備、
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社会福祉に関連する人材の育成、介護サービ
スの質の向上など多岐にわたる。今後、支援・
介護の必要な高齢者が増加することは不可避
で、それに伴う課題は国家の根幹をも揺るが
しかねない。国家が社会保障の基盤をつくり、
福祉政策のグラウンドデザインを描く必要が
ある。
　福祉の質向上のためには福祉従事者人材の
育成が不可欠となるが、その課題の整理と具
体的提案については稿を次に譲りたい。
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【註】

ⅰ　中国における高齢化の進展は地域的には
東から西に、経済発展地域から辺境地へと
進んでいる。センサスでは、高齢化の全
国平均は7．10%であるが、上海市が11．46%
と最も高く、ついで浙江省8．92%、江蘇
省8．84%、北京市8．42％、天津市8．41%の
順であった。これに対して、高齢化率
が低いのは、青海省では4．56%、寧夏回
族自治区4．47%、ウイグル自治区4．67％、
黒龍江省5．56%、甘粛省5．20%、貴州省
5．97%、雲南省6．09％と、辺境地区や少
数民族と漢民族が混在する省であった。

ⅱ　2011年に貧困基準を規定値から25％引き
上げ、1，500元以下に設定して調査した
結果である。また、国際的な貧困基準に
照らし合わせると貧困人口は 1 億5，000
万人と推測されている。

ⅲ　例えば上海では2004年に「万人就業プロ
ジェクト」を始め、多くの失業者を高齢
者福祉サービス業界に就職させている。


